
藤井寺市民児協と懇談会を開催！ 

                                    
 
 

 
 冒

頭
、
奥
田
会
長
か
ら
①

社
会
福
祉
法
人
の
役
割
と

意
義
、
②
大
阪
し
あ
わ
せ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
③
本
市
施
設

連
絡
会
の
活
動
紹
介
を
行

っ
た
。 

 
 

社
会
貢
献
事
業
の
一
つ

で
あ
る
生
活
の
し
づ
ら
さ

を
抱
え
て
い
る
方
へ
の
支

援
は
増
加
し
て
お
り
、
支
援
を
必
要
と

し
て
い
る
方
に
は
、
寄
り
添
い
、
伴
走

し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
た
。 

ま
た
本
事
業
は
、
民
生
委
員
活
動
と

の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
、
協
働
で
の

支
援
体
制
の
構
築
が
必
須
で
あ
る
と

言
え
る
。
今
回
の
懇
談
会
は
、
構
築
に

向
け
て
大
き
な
一
歩
に
な
る
と
述
べ

ら
れ
た
。 

〈
懇
談
会
〉 

懇
談
会
で
は
、
前
半
で
「
民
生
委
員

の
振
り
返
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
民

生
委
員
が
困
惑
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

喜
び
に
つ
い
て
知
る
機
会
と
な
っ
た
。 

 

民
生
委
員
の
個
別
訪
問
で
は
、
悪
徳

訪
問
販
売
員
と
誤
解
さ
れ
た
り
、
民
生

委
員
い
う
看
板
だ
け
で
は
、
知
名
度
が

低
く
、
地
域
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
す

る
に
あ
た
り
、
苦
労
が
多
い
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
一
方
、
地
域
の
高
齢
者
な

ど
か
ら
、
「
あ
り
が
と
う
」
な
ど
お
礼

の
声
を
か
け
ら
れ
た
り
す
る
と
や
り

が
い
に
つ
な
が
る
と
の
声
も
あ
っ
た
。 

後
半
で
は
、「
あ
っ
た
ら
い
い
な
ぁ
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
民
生
委
員
の
困
り

ご
と
に
本
会
が
協
力
で
き
る
こ
と
を

重
ね
合
わ
せ
、
参
加
さ
れ
た
民
生
委
員

か
ら
は
、
「
こ
の
よ
う
な
機
会
を
も
っ

と
増
や
し
、
よ
り
具
体
的
に
相
談
し
た

い
。」
と
い
う
意
見
が
多
数
聞
か
れ
た
。 

 
 

【
懇
談
会
内
容
は
裏
面
】 

 

ま
た
、
閉
会
の
辞
に
お
い
て
、
今
西

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
は
、

同
じ
地
域
の
実
践
者
と
し
て
、
今
後
も

こ
の
よ
う
な
場
を
設
け
共
有
す
る
こ

と
が
、
市
民
へ
の
支
援
に
つ
な
が
る
と
、

今
回
の
懇
談
会
が
有
意
義
で
あ
っ
た

と
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。 

当
事
業
は
、
初
め
て
の
取
組
で
あ
り
、

ゴ
ー
ル
で
は
な
い
。
当
事
業
を
き
っ
か

け
に
、
本
会
の
活
動
が
よ
り
地
域
へ
広

が
り
、
そ
し
て
支
援
の
発
展
に
つ
な
が

る
だ
ろ
う
。 

     

  

11
月
28
日
（
水
）
午
後
6
時
か
ら
藤

井
寺
駅
周
辺
で
実
施
し
、
会
員
30
名
が

市
民
の
皆
様
に
協
力
の
呼
び
か
け
を
行

っ
た
。 

あ
い
に
く
の
雨
模
様
に
も
関
わ
ら
ず

１
万
４
８
１
０
円
が
集
ま
っ
た
。
そ
の

他
、
本
会
会
員
施
設
で
は
、
募
金
を
箱

設
置
す
る
な
ど
の
協
力
も
行
っ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
の
募
金
は
、
一
度
大
阪
府
共

同
募
金
会
に
送
金
さ
れ
、
次
年
度
の
地

域
福
祉
事
業
の
為
に
活
用
さ
れ
る
。 

           

藤井寺市社会福祉施設連絡会通信  
  平成 30 年 12 月 28 日 発行 藤井寺市社会福祉施設連絡会事務局 

第 16 号 

～次回の予定～ 
“とっくり委員会” 

オープンセミナー 

日時：平成 31 年 1 月 24 日（木） 

14 時～16 時 

場所：福祉会館 

 

“定例会” 

日時：平成 31 年 2 月 13 日（水） 

14 時～15 時 30 分 

場所：福祉会館 

藤井寺特別養護老人ホーム 

藤
井
寺
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
と
の
懇
談
会
が
11
月
21
日

（
水
）
午
後
２
時
か
ら
市
民
総
合
会
館
４
階
中
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

本
会
会
員
16
名
、
民
生
委
員
（
主
任
児
童
委
員
含
む
）
78
名
、
計
94
名

が
参
加
さ
れ
、
日
常
に
お
け
る
活
動
の
連
携
強
化
を
必
要
と
す
る
積
極

的
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。 

 

◆
赤
い
羽
根
共
同
募
金
（
街
頭
募
金
） 

街頭募金活動 

社会福祉法人の役割と意義を説明される奥田会長 

藤井寺市民児協 

今西会長 



     
 

藤
井
寺
市
社
会
福
祉
施
設
連 

 

 

絡
会
が
12
月
12
日
（
水
）
午
後 

2
時
か
ら
、
市
立
福
祉
会
館
で
、 

会
員
等
23
名
が
出
席
し
開
催 

さ
れ
た
。 

  

奥
田
益
弘
会
長
は
、
冒
頭
の
挨

拶
の
中
で
、「
前
回
（
10
月
）
定
例

会
以
降
、
様
々
な
事
業
が
展
開
さ

れ
、
す
べ
て
に
お
い
て
成
功
裏
に

終
わ
っ
た
。
こ
れ
は
、
参
加
さ
れ

た
会
員
皆
さ
ん
の
熱
意
に
尽
き

る
。
」
と
の
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。 

 

ま
た
、
社
会
全
体
が
、
生
活
技

術
能
力
、
人
間
関
係
能
力
、
社
会

関
係
能
力
の
脆
弱
化
と
地
域
連
携

機
能
が
低
下
す
る
中
で
は
、「
待
ち

の
姿
勢
」
で
は
な
く
、
生
活
の
し

づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
方
を
早
期

に
か
つ
積
極
的
に
把
握
し
、
対
応

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
促

し
た
。 

 

定
例
会
で
は
、
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
と
の
懇
談
会
の
感
想
、

ま
た
、
と
っ
く
り
委
員
会
が
企
画

し
て
い
る
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を

は
じ
め
、
年
度
末
に
か
け
て
開
催

さ
れ
る
事
業
説
明
が
あ
っ
た
。 

い
ず
れ
の
事
業
も
、
民
生
委
員
、

福
祉
委
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
地

域
で
活
動
し
て
い
る
方
々
と
膝
を

突
き
合
わ
せ
る
機
会
に
も
な
る
の

で
、
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
で

一
致
し
閉
会
を
迎
え
た
。 

    
 

 12
月
定
例
会
終
了
後
、
藤
井
寺

駅
前
の
「
半
ず
し
」
で
懇
親
会
を

開
催
。 

本

会

設
立
が

契
機
と

な
り
、

普
段
か

ら
協
力

し
あ
え

る
関
係

に
な
っ

た
。
ま

た
、
連
絡
会
と
し
て
参
加
し
た
社

協
フ
ェ
ス
タ
や
募
金
活
動
、
民
協

と
の
懇
談
な
ど
、
活
発
な
活
動
を

通
し
て
連
携
が
強
化
さ
れ
て
い
る

な
ど
、
懇
親
会
で
は
、
参
加
者
一

人
ひ
と
り
か
ら
、
本
会
へ
寄
せ
る

思
い
や
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
聞
く

大
変
有
意
義
な
会
と
な
っ
た
。 

                                    

                                   
民生委員児童委員との懇談会記録  実施日:平成 30年 11月 21日    

（記録用紙から要点を抜粋） 

◆前半テーマ「民生委員活動の振り返り」                        

【困りごと】 

○専門分野のことは分からない。 

○悪徳訪問販売と間違えられる。 

○ゴミ屋敷などの対応が分からない。 

○町会を抜けていく高齢者が多い。 

○緊急連絡があっても、すぐに行けない。 

【うまくいっている・うれしかったこと】 

○福祉委員と交流をもつなど連携をはかっているので心強い。 

○「ありがとう」の言葉がうれしかった。 

○活動を通じて、いろんな方と知り合えてうれしかった。 

◆後半テーマ「こんなんあったら、ええなぁ～」                     

○施設の事業に参加させてほしい。 

○このような機会があれば、顔も覚えてもらえる。 

○みんなと共有できる事例を知りたい。 

○連携システムがあったらいいなぁ～。 

12
月
定
例
会 

連
絡
会
懇
親
会 

      

◆◆◆ 今後の予定 ◆◆◆ 

①災害ボランティア養成研修（前半） 

 テーマ：災害図上訓練 

 講 師：日赤大阪支部 

 日 時：1月 25日（金）14時～16時 

②災害ボランティア養成研修（後半） 

 テーマ：災害フィールドワーク 

 講 師：日赤大阪支部 

 日 時：2月 22日（金）10時～14時 

③小地域ネットワークスキルアップ研

修会 

 テーマ：自分たちの地域のことちょっ

と話しませんか 

 講 師：関西福祉科学大学 

    教授 斉藤 千鶴 氏 

 日 時：2月 23日（土）14時～16時 

 

※場所はいずれも福祉会館 

問合先：藤井寺市社会福祉協議会 

      TEL072-938-8220 冒頭の挨拶をされる奥田会長 



 


